
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 大蔵村立大蔵中学校 校長 齋藤 博子 

令和８年７月２８日 第４号 ＜校 訓＞ 

「誰もが安心して学べる  
居心地のよい学校」 

 

英知
 共生 

 

貢献 
挑戦 

振り返り・感想より抜粋 

・社会経験がある大人の方に、自分が迷っていることをいいことだとか、挑戦してみたら

とか言ってもらえて勇気づきました。いい会だなあと思いました。（３年男子） 

・やってみたい！と思っていることは、口に出すと以外と共通していることが多いと思い

ました。“みんなが楽しめることをみんなでやりたい”という思いを大事にしていきたい

です。また、辛い思いをしている人に気付いてあげられる自分でありたいです。（教職員） 

・人それぞれ幸せだなと思うことのないようは違いましたが、チャレンジしたいこととして

上げられているものの中に、自分の活動にもつながりそうなものがいくつもあり、改めて

地域の人たちで集まって話し合うことの大切さを感じました。（保護者） 

・とてもいい場だと思いました。こうやってみんなが意見を出し合って、共感し 

合ったり笑い合ったりすることがまさに幸せだと思いました。（１年男子） 

・中学生が発言した「あいさつは魔法の言葉」が印象的でした。（一般参加） 

 

 

 

みんなで語ろう！聞き合おう！ ７（ななトーク） 

 
地域   保護者 

 
生徒   教職員 

 ６月２９日（月）に第１回大蔵村学校運営協議会が大蔵中学校を会場に開催されました。今年度新たな取り組みとして、代表生徒

やＰＴＡの三役の方々、教職員や村在住の一般の方が一堂に会し、「熟議」を行うことになしました。当日は、県の教育局教育政策

課の企画標線専門員 元木 徹 様をファシリテーターにお迎えし、総勢４０名が「学校や地域でわたしがチャレンジしたいこと」を

テーマに、グループトークを実施。協議会のメンバーの方からは「中学生がこんなにしっかりした考えをもっているとは思わなかっ

た」「中学生から元気をもらいました」「中学生の発言で地区の人と集まる場所や機会があるだけで幸せというフレーズがとても

印象に残りました」などの感想が寄せられ、                            笑顔あふれる幸せな時間となりました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

県中総体 大中生が大健闘 ＆ 競技役員でも大活躍 

 

 

 

 

 

 

１回戦 対 中山中 ０－２ 惜敗 

 

 

バレー部 

バドミントン部 

男子シングルス 半田瀬那斗 １回戦突破 ２回戦惜敗 

男子ダブルス  佐藤蓮・五十嵐陵真 組 １回戦惜敗 

女子シングルス 門脇 実菜 １回戦突破 ２回戦惜敗 

女子シングルス 五十嵐結奈 １回戦惜敗 

女子ダブルス  門脇実柚・早坂南美 組 １回戦敗退 

         

 

★県大会出場権獲得★ めざせ東北大会！！ 

７月１８日(土)、新庄市民文化会館を会場に、山形県吹奏楽コンクール最北地区予選会が開催され

大蔵中吹奏楽部は、中学校、小編成の部でみごと金賞を 

受賞し県大会出場を決めました。今後は８月２日（日）に 

寒河江市民文化会館で行われる県大会に出場します。 

さらに上の東北大会出場を目標に頑張ってほしいです。 

曲：赤い森～1986.4.26  

チェルノブイリ原子力発電所事故による 

保護者の皆様、楽器運搬への御協力＆応援ありがとうご 

ざいました。引き続き応援よろしくお願いします。 

 

  

チームワークに感謝！早朝作業へのご協力ありがとうございました！ 

７月１１日(土)、ＰＴＡ早朝作業がありました。早朝の作業にも関わらず、多くの保護者の皆様にご協

力をいただきました。校庭や校舎周りがきれいになり、生徒、教職員ともに気持ちよく学校生活を送って 

おります。本当にありがとうございました。 

 

 

 

作業後の記念写真 

７月１８日、１９日に県中総体が県内各地で開

催され、大蔵中からは、１５名の選手が出場し

ました。保護者の皆様、地域の皆様、これまで

のサポートに感謝いたします。 


